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東京ドーム ふるさと祭り東京 ボランティア募集 ‼ 
　 1 月 8 日、9 日、10 日　後楽園ドームに集合！！

  

こ
ら
む   

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 

⑨

　

弘
法
大
師
と
法
住
寺
伝
説

　

平
安
の
巨
星
遣
唐
使
学
僧
弘
法
大
師
（
空
海
）
は
帰
朝
の
際
、
中

国
の
海
岸
か
ら
「
日
本
へ
行
き
ゆ
か
り
の
場
所
で
私
を
待
て
」
と
三

つ
の
杵
を
投
げ
た
。

　

三
鈷
は
高
野
山
の
松
の
木
に
、
独
鈷
は
佐
渡
の
小
木
町
小
比
叡
山

蓮
華
寺
の
木
に
発
見
さ
れ
た
。
い
ま
一
つ
金
剛
杵
を
探
し
て
佐
渡
か

ら
海
路
能
登
へ
向
か
う
。
能
登
沖
か
ら
目
印
と
し
た
島
が
見
附
島
で

あ
っ
た
。
や
が
て
、舟
を
岸
に
着
け
た
所
を
着
崎
と
呼
ぶ
。
元
橋（
今

の
鵜
飼
橋
）
の
袂
辺
り
で
大
師
は
杖
で
水
を
湧
か
せ
た
泉
で
身
を
清

め
る
。
こ
の
不
思
議
な
こ
と
が
善
野
の
臼
の
井
に
も
杖
伝
承
と
し
て

残
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
子
ど
も
の
頃
村
の
古
老
が
よ
く
語
っ
て
く
れ
た
説
話
で
あ

る
が
、『
珠
洲
市
史
』
や
中
嶋
吉
正
著
『
宝
立
の
今
昔
』
に
も
記
録

さ
れ
て
い
る
。

　

大
師
は
毎
夜
泣
き
声
を
立
て
て
光
を
放
つ
桜
の
木
の
あ
る
こ
と
を

聞
く
。尋
ね
て
見
る
と
な
ん
と
探
し
求
め
て
い
た
五
鈷
で
は
な
い
か
、

大
師
は
大
変
喜
ん
で
早
速
寺
を
建
て
吼
木
山
法
住
寺
と
名
付
け
た
。

　

盛
ん
で
あ
っ
た
頃
は
領
主
日
野
家
の
庇
護
の
も
と
60
余
り
も
堂
塔

伽
藍
が
あ
り
能
登
第
一
の
霊
場
で
あ
っ
た
と
い
う
。
世
情
の
移
り
変

わ
り
度
重
な
る
火
災
で
姿
形
は
な
い
が
、
現
在
太
子
堂
、
経
堂
、
本

尊
堂
が
再
建
さ
れ
て
い
る
。
尚
法
住
寺
の
仁
王
像
は
室
町
時
代
の
京

都
院
派
の
仏
師
院
超
・
院
勝
作
で
あ
る
。

　

大
師
は
近
く
の
曽
の
坊
滝
で
護
摩
を
た
か
れ
、
あ
の
杖
か
ら
湧
き

出
た
水
が
般
若
川
と
な
っ
て
臨
海
を
潤
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、

布
教
に
ま
わ
り
加
護
で
一
夜
も
て
な
し
を
受
け
蚊
が
い
な
く
な
っ
た

と
か
、
水
を
所
望
し
た
が
邪
険
に
さ
れ
鵜
島
や
柏
原
の
あ
る
所
で
は

井
戸
水
に
難
儀
し
た
と
か
風
説
が
数
々
あ
る
。

　

日
本
ど
こ
に
で
も
あ
り
そ
う
な
話
を
我
が
故
郷
で
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ

ク
に
最
も
し
や
か
に
語
り
伝
え
た
先
祖
達
に
敬
意
を
払
わ
ざ
る
を
得

な
い
の
で
あ
る
。

　

先
年
60
数
年
振
り
に
五
鈷
が
付
着
し
た
吼
木
桜
（
鳴
き
桜
）
を
見

に
参
詣
し
た
。
何
代
目
か
の
若
木
が
枝
葉
を
繁
ら
せ
て
い
る
。
そ
の

下
で
、
私
は
１
２
０
０
年
前
の
ロ
マ
ン
を
想
い
描
い
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
押
上
武
文
〈
府
中
市
・
宝
立
町
出
身
〉）
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明
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岡崎 洋児 氏　珠洲市狼煙町



珠洲出身者のお店紹介珠洲出身者のお店紹介

お食事処珠洲
船橋市本町２─３─2
ＪＲ船橋駅南口徒歩８分
　　　船橋市民文化ホール近く
TEL 047-433-4983
店主・広田繁さんは
　　　宝立町柏原の出身です。
「手元が忙しく何の愛想もできん
がやけど～」と能登人の遠慮深
さですが、料理は“ごっつぉ”
の心を込めて、ランチは、サラ
リーマンに好評！
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能
登
弁
を
思
い
出
し
て
見
ま
せ
ん
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声
を
出
し
て
詠
ん
で
み
ま
し
ょ
う
！

 

民
俗
資
料
「
ト
ン
と
昔
あ
っ
た
と
い
」―

舌
切
雀―

 

坂
下
喜
久
次

　

舌
切
雀　

そ
の
二　
　
　
　
　

母
（
五
三
）

　

爺
さ
と
婆
さ
と
屋
根
し
い
た
と
い
。
穂
あ
一
す
い
あ
っ
た
と

い
。「
姉
さ
姉
さ
糊
に
た
け
よ
い
」
そ
し
た
ら
姉
さ
の
り
に
た
い

て
な
め
て
み
た
ら
、
ま
あ
か
っ
た
と
い
。
そ
し
た
ら
な
ね
て
し
も

う
て
石
鉢
か
た
づ
け
て
お
い
た
と
い
。「
姉
の
り
た
け
た
か
い
？
」

爺
爺
様
た
っ
た
と
い
。「
あ
い
、
オ
レ
の
棚
さ
糊
や
た
け
た
か
い
」

て
て
爺
様
き
っ
た
と
い
。「
あ
い
、オ
レ
の
棚
に
あ
る
わ
か
い
」「
オ

イ
の
棚
に
も
な
い
が
い

や
」「
メ
ン
ジ
ャ
の
棚
に

あ
る
わ
か
い
」「
メ
ン
ジ
ャ

の
棚
に
も
な
い
が
い
や

い
」
婆
さ
「
隣
へ
行
っ
て

鋏
借
っ
て
こ
い
」
と
言
っ

た
た
と
い
。「
姉
さ
姉
さ

舌
出
せ
」
鋏
に
舌
の
先
を

切
っ
た
た
ら
障
子
の
穴
か

ら
、
ボ
ー
と
た
っ
て
行
っ

た
と
い
。

　

そ
し
た
ら
爺
様
舌
切
雀
を
探
し
に
い
っ
た
と
い
。リ
ズ
ム
で「
舌

切
雀
や
ど
こ
へ
行
っ
た
。
の
り
く
た
雀
や
ど
こ
へ
行
っ
た
」
て
て

行
っ
た
ら
、
竹
藪
に
美
し
い
家
建
て
て
キ
ッ
チ
ン
キ
ッ
チ
ン
キ
ッ

チ
ン
て
て
は
た
お
っ
と
っ
た
と
い
、「
舌
切
雀
や
ど
こ
へ
行
っ
た
。

糊
食
た
雀
や
ど
こ
へ
行
っ
た
」
と
言
う
声
を
聞
い
て
、「
爺
様
か

か
い
チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
上
が
っ
て
茶
で
も
の
ま
さ
ら
ん
か
か

い
チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
て
て
言
っ
た
ら
、
爺
様
上
が
っ
て
御
馳

走
に
よ
ば
れ
た
っ
た
と
い
。

                                                       

（
次
号
に
続
く
）

「
す
ず
ろ
も
の
が
た
り
」18
号（
昭
和
30
年
正
月
上
旬
発
行
か
ら
）

「観光特使」のお問い合わせ先
石川県観光交流局
０７６-２２５-１５３９
e-mail：http://www.hot-isikawa.jp

  
い
し
か
わ
観
光
特
使
第
一
次
任
命

　

８
月
22
日
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
赤
坂
に
お
い
て
、「
い
し
か
わ

観
光
特
使
」
の
任
命
式
が
行
わ
れ
た
。

　

谷
本
正
憲
知
事
か
ら
石
川
県
人
会
、
ふ
る
さ
と
会
の
代
表
者
な
ど
48
人

に
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
た
。
歌
手
の
山
本

  

い
し
か
わ
県
人
祭
開
催
さ
れ
る　

　
10
月
29
日
椿
山
荘
に
お
い
て
、
第
３
回
い
し
か
わ
県
人
祭
が
一
千
人
余

の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

　

珠
洲
勢
は
、
飯
田
高
校
同
窓
会
、
東
京
珠
洲
会
、
当
応
援
団
で
２
テ
ー
ブ

ル
を
占
め
、
来
賓
で
出
席
し
た
泉
谷
珠
洲
市
長
と
親
し
く
懇
談
し
た
。
御
陣

乗
太
鼓
で
開
幕
、
回
を
重
ね
る
毎
に
郷
里
の
食
材
に
よ
る
料
理
や
地
酒
が
充

実
、
景
品
の
名
産
品
も
向
上
し
参
加
者
を
喜
ば
せ
た
。

あ
き
さ
ん
や
さ
い
た

ま
石
川
県
人
会
安
田

正
会
長
に
混
じ
り
、

当
応
援
団
事
務
局
の

光
眞
、
鹿
肝
両
名
も

委
嘱
に
身
を
引
き
締

め
た
。

　

北
陸
新
幹
線
の

金
沢
開
業
を
見
据

え
、
石
川
県
の
魅
力

や
観
光
情
報
の
発
信

を
強
化
し
誘
客
者
の

増
加
を
目
指
す
施
策

で
あ
り
、
引
き
続
き

五
〇
〇
名
を
目
標
に

観
光
特
使
を
募
集
し

て
い
る
。



　　

 ◉ 能 登 美
　　文京区本郷
　　１－１４－５
　　０３－５８０５－１８０８
　　営業 月～土 11:30～ 23:30
　　ランチ（弁当）空輸の新鮮食材と、能登加賀の
　　地酒が好評。詳細は「ぐるナビ」を見てください
　　米田詞朗店長は、七尾市の出身
　　ふるさとの味にこだわります

◉ 手だれ屋敷
　文京区本郷１－４－１
　０３－５８４０－８４８５
　営業 月～金　11:30 ～ 13:30　17:00 ～ 23:30
　団体予約は土日も
　日替わりランチ、能登富来港直送の鮮魚が人気
　宴会メニュー
　梅2,600円、竹3,100円、松3,900円
　（飲み放題　1,900円、2,900円コース）
　高市幹夫シェフは富来港・第三栄丸と懇意
　折々に能登を訪ねる

能登美

手だれ屋敷

◉ 石焼 炙焼 祭一番
　  豊島区南池袋２－14－１－106
　 ０３－３９８９－１８０８
　 １月８～１０日 要予約
　 宴会特別メニュー
　 おまかせ料理と飲み放題　3,800円
　 店主・八木淳成さんは  飯田町出身

能登の祭り
東 京 拠 点

 東京奥能登応援団だより Vol. 11   2011（平成 23）年 1月発行 3

  

◉ 

ふ
る
さ
と
行
事

１
月
11
日
（
火
）
〜
２
月
28
日
（
月
）
新
宿
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル　

 

レ
ス
ト
ラ
ン
フ
ェ
ア

１
月
27
日
（
木
）
28
日
（
金
）
ア
イ
ビ
ー
ホ
ー
ル
（
青
学
会
館
）

 

食
菜
フ
ェ
ア

２
月
11
日
（
金
）〜
13
日
（
日
）
東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
・
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル

 

い
し
か
わ
伝
統
工
芸
フ
ェ
ア

２
月
26
日
（
土
）
〜
27
日
（
日
）　

湯
島
天
神
境
内

 

湯
島
天
神
梅
ま
つ
り
能
登
町
物
産
展

 
 

能
登
町
の
海
産
物
、
海
洋
深
層
水
な
ど
販
売

 

（
午
後
混
み
合
い
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
）

３
月
１
日
（
火
）
〜
６
日
（
日
）
鎌
倉
市
・
大
船
植
物
園

 

の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
展
（
最
寄
り
駅
Ｊ
Ｒ
大
船
駅
）

　
　

５
日
（
土
）　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
園
芸
植
物
の
保
護
と
育
成
〜

香箱カニ丼

　

飯
田
燈
籠
山
祭
り
・
能
登
キ
リ
コ
祭
り
が
登
場

　

〜
前
回
に
続
い
て
好
評
の
能
登
丼
も
〜

　

１
月
８
日
か
ら
16
日
ま
で
東
京
後
楽
園
ド
ー
ム
で
開

催
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
」
～
日
本
の
ま
つ
り
・

故
郷
の
味
～
に
飯
田
燈
籠
山
が
キ
リ
コ
祭
り
と
共
に
出

場
し
ま
す
。
ま
た
、
能
登
丼
が
前
回
に
続
い
て
出
店
し

ま
す
。
今
回
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
浜
中
（
上
戸
町
）
の
香

箱
カ
ニ
丼
、
庄
屋
の
館
（
真
浦
町
）
の
能
登
牛
ス
テ
ー

キ
丼
が
全
国
の
食
材
と
グ
ル
メ
度
を
競
い
ま
す
。
前
回

の
「
丼
大
会
」
で
は
、
香
箱
カ
ニ
丼
が
売
り
上
げ
ラ
ン

キ
ン
グ
４
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
祭
り
」
を
出
会
い
の
場
に
「
ク
ラ
ス
会
」「
同
窓
会
」

「
親
戚
会
」
な
ど
旧
交
を
温
め
ま
せ
ん
か
！

予
約
の
方
に
は
当
応
援
団
か
ら
「
宗
玄
」
を
差
し
入
れ
し
ま
す
。

お
祭
り
参
加
者
大
募
集
！

飯
田
燈
籠
山
祭
り
・
能
登
キ
リ
コ
祭
り
の

「
て
っ
隊
」（
手
伝
い
た
い
人
）
を
募
っ
て
い
ま
す
！

出
場　

初
日　
　

８
日
（
土
）
午
後
と
夕

　
　
　

２
日
目　

９
日
（
日
）
午
後
と
夕

　
　
　

３
日
目　

10
日
（
月
・
祭
）
午
後
と
夕

　
　
　
《
１
日
２
回
、毎
回
１
時
間
30
分
く
ら
い（
実
働
30
分
）》

　

各
回
80
人
程
度
で
す
。
男
女
、
大
人
子
ど
も
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
家
族
で
、
グ
ル
ー
プ
で
参
加
歓
迎
！

　

受
付
で
参
加
証
と
法
被
を
受
け
取
り
参
加
く
だ
さ
い
。

◉
て
っ
隊
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
募
集

● 

組
立 

６
日
（
木
）
18
：
30
〜

● 

予
行 

７
日
（
金
）
17
：
00
〜
テ
レ
ビ
撮
影

● 

解
体 

16
日
（
日
）
19
：
00
〜 

能登牛ステーキ丼

東
京
ド
ー
ム

 
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京

【
企
画
の
一
例
】

祭
り
に
参
加
・
能
登
丼
応
援
↓
池
袋
「
祭
一
番
」、水
道
橋
の「
能
登
美
」

「
手
だ
れ
屋
敷
」
の
宴
会
コ
ー
ス
で
歓
談
（
９
日
、10
日
は
要
予
約
）

いずれも
概ね２時間
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〜 

東
京
珠
洲
会

　

第
五
代
会
長
に
就
任
〜

頑
張
る
奥
能
登
人

事 務 局 か ら
　

東
京
奥
能
登
応
援
団
は
㈱
宮
商
さ
ん
に
事
務
局

を
置
き
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
近
々
石
川

県
人
会
事
務
局
に
連
絡
ポ
ス
ト
を
置
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

当
応
援
団
発
足
か
ら
２
年
半
㈱
宮
商
さ
ん
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
と
ご
支
援

に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

石
川
県
人
会
内
に
ポ
ス
ト
を
設
け
る
こ
と
に
よ

り
、
地
方
公
共
団
体
や
商
工
団
体
、
ふ
る
さ
と
会

な
ど
関
係
先
と
の
情
報
連
携
が
よ
り
緊
密
に
な
る

と
喜
ん
で
い
ま
す
。
㈱
宮
商
さ
ん
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局　

光
眞
）

【
略
歴
】

昭
和
22
年
飯
田
高
校
卒
（
９
回
生
）

昭
和
34
年　

ユ
ニ
オ
ン
製
靴
株
式
会
社
入
社

昭
和
51
年　

株
式
会
社
ロ
ー
タ
リ
ー
設
立

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
就
任

　
　
　
　
　
（
高
級
紳
士
革
靴
企
画
輸
入
卸
商
社
）

平
成
22
年
10
月　

創
業
33
周
年
を
迎
え
る

所
在
地　

荒
川
区
東
日
暮
里
１
―
31
―
６

電
話
０
３
―
３
８
０
５
―
２
４
９
２
（
代
）

●
（
昭
和
５
０
年
個
人
事
業
「
育
英
商
事
」

　
　
〈
不
動
産
賃
貸
業
〉
経
営
）

★
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

愛
す
る
ふ
る
さ
と
奥
能
登
を
後
に
上
京
し
た
の
は

20
歳
の
春
で
し
た
。

　

今
は
亡
き
母
か
ら
一
通
の
手
紙
を
渡
さ
れ
ま
し

た
。
内
容
は「
一
生
懸
命
夢
を
持
っ
て
働
き
な
さ
い
、

そ
し
て
人
に
は
尽
く
し
、
他
人
に
は
絶
対
迷
惑
を
か

け
な
い
人
間
に
な
っ
て
下
さ
い
」
と
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
す
が
、
こ
の
母
の
言
葉

は
私
の
人
生
で
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
宝
物
で
あ

り
ま
す
。

　

私
の
取
り
得
（
と
り
え
）
は
、
無
病
息
災
、
先
祖

か
ら
贈
ら
れ
た
頑
丈
な
身
体
が
全
て
の
財
産
で
あ
り

ま
す
。

　

今
回
、
東
京
珠
洲
会
の
お
世
話
役
を
お
引
き
受
け

い
た
し
ま
し
た
か
ら
に
は
、
ふ
る
さ
と
の
素
晴
ら
し

い
同
志
の
皆
さ
ま
に
精
一
杯
お
役
に
立
て
る
様
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

★ 

去
る
９
月
26
日
開
催
さ
れ
た
東
京
珠
洲
会
総

会
に
お
い
て
笠
原
さ
ん
が
谷
克
巳
前
会
長
か

ら
会
長
を
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
出
身
者
の

〝
束
ね
〞
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

制　

 

作      

株
式
会
社 

警
察
研
修
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3
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8
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＝ 

本
の
話
題
４
題 

＝

  

飯
高
校
同
窓
会
・
表
支
部
長

  

自
伝
を
出
版　

弁
護
士
で
あ
る
表
久
雄
氏
（
飯

田
高
校
７
回
生
・
松
波
出
身
）
は
、

こ
の
ほ
ど
「
あ
の
日
あ
の
夢
―
わ

が
半
生
の
記
―
」
と
題
す
る
自
伝

を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
自
身
は「
高

校
時
代
の
薄
汚
い
雑
記
帳
を
眺
め
た
の
が
こ
と
の
始
ま
り

で
、
そ
れ
か
ら
思
い
出
す
ま
ま
書
き
綴
り
、
い
つ
の
ま
に

か
、
自
分
の
半
生
を
語
る
こ
と
に
な
っ
た
」（
あ
と
が
き

か
ら
）
と
出
版
の
経
過
を
述
べ
ら
れ
、
高
校
時
代
の
出
来

事
、
恩
師
や
学
友
と
の
交
流
、
上
京
し
て
苦
学
し
た
司
法

試
験
な
ど
の
思
い

出
を
語
り
、「
半
生

を
振
り
返
り
、
多

く
の
出
会
い
に
救

わ
れ
た
こ
と
を
感

謝
」
と
結
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
22
年
５
月
飯
田
高
校
同
窓
会
東
京

支
部
総
会
で
記
念
講
演
を
行
っ
た
松
尾
弌

之
東
京
純
心
大
学
学
長
（
飯
田
高
校
12
回

生
・
三
崎
出
身
）
の
著
書
「
大
統
領
の
英

語
」（
講
談
社
学
術
文
庫
）が
読
売
新
聞（
夕

刊
）
の
コ
ラ
ム
に
引
用
さ
れ
ま
し
た
。

  

門
前
町 

経
塚
幸
夫
氏

  

情
報
誌
「
能
登
」
を
発
刊

　

元
北
國
新
聞
社
記
者
の
経
塚
幸
夫
氏
が
地
産
地
消
文

化
情
報
誌
「
能
登
」（
季
刊
）
を
創
刊
し
ま
し
た
。

能
登
の
歴
史
、
民
俗
、
文
化
や
農
林
漁
業
、
工
芸
な
ど

産
業
や
観
光
な
ど
の
情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

読
者
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
間3
.0
0
0

円
（
１
冊
４
回
配
本
）
で
す

　

詳
し
く
は
、
〒9

2
7
-2
1
5
3

輪
島
市
門
前
深
田

2
4
-4
1

地
産
地
消
文
化
情
報
誌
「
能
登
」
編
集
室
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0
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e-m
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松
尾
純
心
大
学
学
長
の
著
書  

読
売
新
聞
の
コ
ラ
ム
で
紹
介

  

兵
藤 

恵
子
氏

  

珠
洲
市
教
育
功
労
者
表
彰
受
賞

笠
原
英
二
さ
ん

（
流
山
市
・
宝
立
町
宗
玄
出
身
）

北
國
新
聞　

平
成
22
年
11
月
23
日 

よ
り


